
 

 

 

 

 

 

 

コース概要 

回数 開催日 開催場所 
申込 

締切日 

第１回 
平成 28 年

8/20（土） 

青森職業能力開発促進センター 
（青森市中央 3-20-3） 

平成 28 年

8/8（月） 

第２回 11/19（土） 八戸地域職業訓練センター 
（八戸市類家 2-7-40） 

11/7（月） 

第３回 2/25（土） 青森職業能力開発促進センター 
（青森市中央 3-20-3） 

2/13（月） 

     

 
 

 ポリテクセンター青森 では、 

①日本版デュアルシステムの訓練導入講習の担当者 

②橋渡し訓練の導入講習の担当者 

③求職者支援訓練の「自己理解、職業意識、表現スキル、人間関係ス

キル等に関するカリキュラム」の担当者 

上記①～③を対象とした『ワークガイダンス講習講師育成

講座』を開催いたします。 

※お申込み方法につきましては、「ワークガイダンス講習講師育成講座 受講申込書」（別紙）の 

裏面をご覧ください。 

 

■定  員：各２０名 

■受 講 料：無料 

■講習時間：１３時～１６時（３時間） 

　　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
青森支部　青森職業能力開発促進センター

 

■訓練課 

 TEL：017-777-1234 

 FAX：017-777-1187  

問合せ先 



ワークガイダンス講習を担う講師育成講座カリキュラム 

テ ー マ 
ワークガイダンス講習の 

導入と指導準備 
テーマ番号 ００１ 

訓 練 目 標 

民間教育訓練機関等が行う求職者（離職者）を対象とする職業訓練において、指導者

（講師）がワークガイダンス講習の導入を図り、当該講習の実施上の留意点を踏まえて、

指導準備をすることができる。 

教科の細目 内               容 
訓練時間(分) 

学科 実技 

1. 離職者訓練

とワークガイダン

ス講習の関係 

 

 

2. ワークガイダ

ンス講習の概要 

 

 

 

3. ワークガイダ

ンス講習の指導

準備演習 1 

 

 

4. ワークガイダ

ンス講習の指導

準備演習 2 

 

 

5.まとめ 

 

 

（1）離職者を対象とする職業訓練の目的と特徴を説明する 

（2）受講者の自発的な就職活動を促す必要性を説明する 

（3）ワークガイダンス講習のねらいと効果的な活用方法を説明する 

 

 

（1）ワークガイダンス講習の各テーマ概要を説明する 

（2）ワークガイダンス講習のカリキュラム及び教材の構成・概要を 

説明する 

（3）ファシリテーターの役割について説明する 

 

（1）ワークガイダンス講習の課題を説明し、演習を実施する 

（2）課題の回答を尋ね、解答例を説明する 

（3）ワークガイダンス講習の実施上のポイントを説明する 

（4）指導案の書き方について説明する 

 

（1）ワークガイダンス講習の課題を説明し、演習を実施する 

（2）課題の回答を尋ね、解答例を説明する 

 

 

 

（1）ワークガイダンス講習教材のメリットとデメリットの説明をする 

（2）訓練期間全体を通して、反復訓練による基本的能力を向上し自

発的な就職活動を促しつつ、並行した就職支援を説明する 

（3）職業訓練をシステムとして改善する必要性を説明する 

（4）質疑応答 

（5）まとめ 

５分 

５分 

５分 

 

 

５分 

５分 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

５分 

 

５分 

５分 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５分 

１０分 

１５分 

１０分 

 

２５分 

１０分 

 

訓練時間合計 ５５分 ９５分 

使 用 す る 

教 材 等 

【指導書】ワークガイダンス講習第一分冊(必修テーマ)、ワークガイダンス講習の

テーマ一覧表、指導案の書き方、指導案様式、指導の展開（一人 2 枚） 

※使用するテキスト『【指導書】ワークガイダンス講習第一分冊(必修テーマ)』(定価２，６５０円)は、

財団法人職業訓練教材研究会ホームページから購入し、テーマ番号１０２「コミュニケーションの基本 

（P１７～）」を事前にお読みください。また、テキストは当日ご持参ください。 

【職業訓練教材研究会ホームページ：http://www.kyouzaiken.or.jp/】 


